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モータの減速
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復習
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モータの減速

例題６：２段歯車列の速度伝達比

 前頁の各歯車の歯数を下記のようにしたときの

２段歯車列の速度伝達比を求めよ。

 歯車１の歯数:    10

 歯車２の歯数:    24

 歯車３の歯数:    12

 歯車４の歯数:    30
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歯車１を駆動歯車としたとき
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となる。

このとき回転数は1/6に減速する。

復習
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例題４の場合なら，例えば次のように用いる。

ൠ
𝒛𝟏＝𝟐𝟎
𝒛𝟐＝𝟖𝟎

→ ൠ
𝒛𝟏＝𝟐𝟎
𝒛𝟐＝𝟖𝟏

速度伝達比 𝒊＝
𝒛𝟐

𝒛𝟏
=

𝟖𝟏

𝟐𝟎
= 𝟒.05

 一般的な工業製品では噛み合う歯車同士の歯数が互いに素となるように

設計する。

 噛み合う歯が固定されると歯の摩耗に偏りが生じる。互いに素な向き合わせ

だと，歯が万遍なく噛み合い均一に摩耗する。

 精密機械など減速比の精度が必要な際はこの限りでなく，互いに素でない歯

数を用いる。

モータの減速

工業製品の歯車列

歯車２

(80, n2)

歯車１

(20, 400rpm)

Z=10, 20の組み合わせの場合，小歯車の1番目

の歯は常にZ=20の1，11番目の歯と噛み合う

Z=10，21とすれば

1つずつズレて万遍なく噛み合う
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 Gear Generator

 授業用Gear Generator解説サイト

歯車列シミュレータ

Gear Generator

①Animation: アニメーションの設定
②Gears: 歯車の追加・選択
③Connection properties: 歯車同士の接続の設定
④Gear properties: 歯車のプロパティ
⑤Download: ダウンロード（ ただし有料）
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https://bit.ly/2U2WxmS
https://scrapbox.io/homeele/Gear_Generator%E3%81%AE%E4%BD%BF%E3%81%84%E6%96%B9


今日の課題
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 速度伝達比がおよそ6となるような2段歯車列をGear Generator

で作成しスクリーンショット画像をポートフォリオに提出せよ。

ただし，噛み合う歯車の歯数が互いに素になること。

 ヒント：下記の値を参考にしてもよい。

 歯車１の歯数:    10

 歯車２の歯数:    24

 歯車３の歯数:    12

 歯車４の歯数:    30

注）作成の際，歯数がわかるようにGear labelは表示にしておくこと。
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